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第31回泊小学校入学式（４月７日）

～希望に満ちた大きな未来へ向かって～
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　この春に、泊小学校に入学した新１年生の皆さんが元気よくイン
タビューに答えてくれました。これからの学校生活、お友達と一緒
に沢山のことを学び、遊んで成長して行く姿が今から楽しみです。

☆泊小学校
    ピカピカの１年生☆

いわた　みやび ちゃん

①たいいくかんであそぶこと

　３ねんせいになったらが

いこくごをならうこと

②ケーキ・パフェ・ソフト

クリーム・オムライス

③ケーキやさん、

　パンやさん

えいむら　れい くん

①べんきょうがんばりたい

②　エビフライ、からあげ、

チーズフライ

③　やきゅうせんしゅ

さいとう　みほと くん

①さんすうがんばりたい

②ラーメン、ぎょうざ、た

こやき

③だいくさん

やまの　ひびき ちゃん

①がくしゅう、きゅうしょ

く、がいこくご

②ケーキ、てんぷら、エビ

フライ

③ケーキやさん、おすしや

さん

質問①　学校で楽しみなこと

質問②　好きな食べ物

質問③　大きくなったらなりたいもの



３ ● 広報 とまり   ２０２６年５月号 ●

　

令
和
８
年
度
と
ま
り
保
育
所
入
所
式
が
行
わ
れ
、

今
年
度
は
１
人
の
お
友
達
が
新
た
に
入
所
し
、
ド
キ

ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
の
保
育
所
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
８
年
度

と
ま
り
保
育
所
入
所
式

４/２

　

泊
小
学
校
入
学
式
が
行
わ
れ
、
今
年
は
新
１
年
生

４
名
（
男
子
２
名
、
女
子
２
名
）
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
先
生
た
ち
が
見
守
る
中
、
緊
張
し
た
様

子
で
、
小
学
校
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に

手
を
つ
な
ぎ
入
場
し
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
か
ら
名

前
を
呼
ば
れ
る
と
元
気
よ
く
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い
お
友
達
が
で
き
る
と
良
い
ね
。

令
和
８
年
度

泊
小
学
校
入
学
式

４/７

　

泊
中
学
校
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
し
大
き
な
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、
今
年

の
新
入
生
８
名
（
男
子
６
名
、
女
子
２
名
）
が
緊
張

し
た
面
持
ち
で
入
場
す
る
と
、
場
内
は
温
か
い
拍
手

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
先
生
た
ち
が
見
守
る
中
、
新
入
生
は
新

た
な
希
望
を
胸
に
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度

泊
中
学
校
入
学
式

４/７

ご入学・ご入所おめでとうございます



４● 広報 とまり   ２０２６年５月号 ●

４/６～
　４/１５

み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
！

　

春
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施

　

３
月
17
日
、
春
の
交
通
安
全
運
動
期

間
に
先
立
ち
、
泊
村
商
工
会
女
性
部
の

皆
さ
ん
か
ら
「
交
通
安
全
祈
願
の
鈴
」

が
髙
橋
村
長
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

村
内
の
お
年
寄
り
や
子
供
た
ち
が
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
と
願
い
を

込
め
て
、
一
つ
一
つ
手
作
り
さ
れ
た
も

の
で
、
新
入
学
児
童
へ
の
交
通
安
全
啓

発
に
配
ら
れ
、
春
・
秋
の
交
通
安
全
街

頭
啓
発
の
啓
発
グ
ッ
ズ
と
し
て
ド
ラ
イ

バ
ー
に
も
手
渡
さ
れ
ま
す
。

■
手
作
り

　

交
通
安
全
祈
願
鈴
の
寄
贈

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
４
月
６

日
〜
４
月
15
日
）に
先
駆
け
て
４
月
６
日
、

村
内
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め

「
春
の
交
通
安
全
車
両
パ
レ
ー
ド
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

と
ま
り
ん
館
で
行
わ
れ
た
出
発
式
で

は
、
髙
橋
村
長
と
岩
内
警
察
署
の
北
垣

署
長
よ
り
、
パ
レ
ー
ド
参
加
へ
の
お
礼

と
泊
村
の
交
通
安
全
状
況
、
全
村
を
挙

げ
た
交
通
事
故
防
止
へ
の
協
力
の
お
願

い
の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
と
ま
り
ん
館

を
ス
タ
ー
ト
し
、
お
よ
そ
１
時
間
を
か

け
て
36
台
の
車
両
が
連
な
り
、
終
点
の

茂
岩
ま
で
、
交

通
安
全
を
呼
び

か
け
る
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
も
沢

山
の
事
業
所
、

団
体
の
方
々
に

ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■
交
通
安
全
車
両
パ
レ
ー
ド

　

４
月
６
日
、
交
通
安
全
車
両
パ
レ
ー

ド
に
引
き
続
き
、
交
通
安
全
街
頭
啓
発

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

泊
村
商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、糸
泊
バ
ス
停
付
近
に
て
、

国
道
を
通
過
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
、
交
通
安
全
祈
願
の
鈴
な
ど
の
交
通

安
全
啓
発
品
を
手
渡
し
、
交
通
安
全
の

徹
底
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

■
交
通
安
全
街
頭
啓
発

　

４
月
14
日
、
と
ま
り
保
育
所
で
交
通

安
全
教
室
が
開
か
れ
、
泊
駐
在
所
の
三

浦
部
長
さ
ん
に
よ
る
交
通
安
全
に
つ
い

て
の
紙
芝
居
や
、
村
木
所
長
に
よ
る
正

し
い
道
路
の
横
断
の
仕
方
や
、
車
の
近

く
で
遊
ぶ
危
険
性
に
つ
い
て
お
話
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
話
し
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

■
交
通
安
全
教
室

 
   

(

と
ま
り
保
育
所)



５ ● 広報 とまり   ２０２６年５月号 ●

　地域企業２社より、泊村のまちづくりに貢献したいとご寄附を頂きました。今回頂いた寄附は、
泊村の振興のために役立たせていただきます。

寄附を頂きました！

　前泊村長の牧野浩臣さんが、旭日双光章を受章しま
した。
　牧野さんは、平成２０年１月に泊村長に初当選して
以来３期１２年の永きにわたり、産業の振興や地域福
祉など地方自治の振興発展に貢献された功績が高く評
価され、今回の受章となりました。

前 泊村長 牧野浩臣さん
旭日双光章受章

岩内建設業協同組合
（感謝状贈呈式：３月２５日）

　代表理事　吉本　正則　様より、地域の防
災対策に役立ててほしいと１,５００万円のご寄
附を頂きました。今回いただいた寄附金は防
災資機材の整備費用として活用されます。岩
内建設業協同組合の皆さまのご厚意に厚くお
礼申し上げます。

佐竹建設株式会社
（感謝状贈呈式：３月３０日）

　代表取締役社長　佐竹　英敏　様より、「将
来のまちづくりへの貢献」として、１００万円
のご寄附を頂きました。また、「水産業を活か
し、安心して働ける場をつくる事業」に対し
て企業版ふるさと納税を５００万円ご寄附を頂
きました。いただいた寄附金はそれぞれ趣旨
に則り活用させていただきます。佐竹建設株
式会社様のご厚意に厚くお礼申し上げます。



６● 広報 とまり   ２０２６年５月号 ●

　泊村の新生児へ、「生まれてきて
ありがとう君の居場所はここにあ
るからね」という想いを伝えるた
め、生後およそ100日頃を目安に
記念として、世界に一つだけの椅
子を贈る『君の椅子プロジェクト』。
　３月は、２名のお子さんに、君
の椅子をお贈りしました。
　これからも元気にすくすく成長
してほしいです。

君の椅子が贈呈されました

かい  と
12月31日生まれ

久恒　海翔 くん
か　の

12月17日生まれ

山本　楓乃 ちゃん

元気ニコニコ トピックストピックス村海海日日 本本 元気気元気ニコニコニコニコニコニコ
トピックストピックス村村村

令和７年度　とまり保育所修了式

　お父さんやお母さんに見守られ、ちょっぴり
緊張した様子でしたが、名前を呼ばれると、み
んな大きな声で返事をして、所長先生から笑顔
で修了証書を受け取っていました。
　大きく成長した園児たちは、小学校に上がる
希望を胸に、楽しい思い出がたくさん詰まった
保育所を巣立ちました。

３月２７日

令和７年度　泊村寿大学修了式

　３月２７日（金）に泊村公民館で「令和７年
度　寿大学修了式」を開催しました。
　本年度も修学旅行など、たくさんの行事が開
催されました。
　修了式のあとには、本村の保健師である、ふ
まねっとサポーターの外村一草氏を招き、「みん
なでふまねっと」と題して、健康づくり講座を
行いました。

３月２７日



７ ● 広報 とまり   ２０２６年５月号 ●

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
自
ら
が
、
ご
自
身
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
疾
病
の
早
期
発
見
等

を
目
的
に
、
札
幌
市
中
央
区
「
円
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
の
人
間
ド
ッ
ク
｟
特
定
健
診
＋
が
ん

検
診
｟
肺
が
ん
・
胃
が
ん
・　

大
腸
が
ん
｠
＋
婦
人
科
検
診
｟
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
｠
｠
の
受

診
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
方
に
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
を
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
令
和
８
年
度
か
ら
年
齢

区
分
は
撤
廃
す
る
こ
と
と
し
、
国
保
の
被
保
険
者
で
30
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
是
非
受
診
を

ご
検
討
下
さ
い
。

注
｠　
74
歳
の
方
は
、
75
歳
の
誕
生
日
到
達
以
降
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
へ
移
行
さ
れ
る
た
め
、

受
診
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
円
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
直
接
電
話
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

必
ず
、
泊
村
の
国
保
加
入
者
で
あ
る
こ
と
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
い
旨
を
お
伝
え
下

さ
い
。

　

予
約
日
が
確
定
し
ま
し
た
ら
、
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
住
民
福
祉
課
保
険
係
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

◆
と
ま
り
広
報
４
月
号
に
折
り
込
み
し
て
お
り
ま
す
「
泊
村
の
健
診
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の

中
で
は
、
５
歳
ご
と
の
年
齢
区
分
の
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
令
和
８
年
度
か
ら
年
齢
区

分
は
撤
廃
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

※

行
事
等
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
と
な
る
場
合
は
告
知
放
送
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
収
集
場
所
：
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

※

当
日
の
午
前
８
時
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

｟
一
度
巡
回
し
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
再
度
巡
回
は
し
ま
せ
ん
の
で
必
ず
時
間
内
ま
で

　

に
ご
み
を
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。｠

☆「
粗
大
ご
み
処
理
券
｟
２
０
０
円
｠」
は
村
内
の
販
売
店
で
購
入
願
い
ま
す
。

　
粗
大
ご
み
と
は
｟
泊
村
ご
み
処
理
の
手
引
書
　
Ｐ
38
を
ご
確
認
下
さ
い
｠

石
油
暖
房
機
｟
ポ
ッ
ト
式
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
付
｠、
自
転
車
、
家
具
類
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
、

絨
毯
、
畳
、
ベ
ッ
ド
、
網
戸
、
流
し
台
、
本
棚
な
ど
。

　
ご
み
の
出
し
方
の
注
意

　
　

①　

灯
油
タ
ン
ク
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

　
　

②　

販
売
店
が
引
き
取
っ
た
電
化
製
品
、
石
油
暖
房
機
、
灯
油
タ
ン
ク
等
は
村
で
は
回

収
し
ま
せ
ん
。

　«
出
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
»

石
、
土
砂
、
汚
泥
、
木
く
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
モ
ル
タ
ル
壁
、
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
、

長
尺
鉄
板
、
漁
網
、
毒
物
、
劇
薬
、
発
火
性
の
物
、
爆
発
物
、
消
火
器
、
各
種
ボ
ン
ベ
類
｟
空

容
器
含
む
｠、
タ
イ
ヤ
、
ホ
イ
ー
ル
、
車
体
部
品
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
電
動
自
転
車
、
そ
の

他
事
業
に
伴
っ
て
出
た
ご
み
。

　
　

◎
冷
蔵
・
冷
凍
庫
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
電
気
製
品
及
び

パ
ソ
コ
ン
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
村
で
回
収
で
き
ま
せ
ん
。
業
者
に
引
き
取

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。｟
有
料
｠

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

泊
村
役
場　

住
民
福
祉
課　

衛
生
係　
　
　

 

電
話　

７
５
│
２
１
３
４

粗
大
ご
み｟
大
型
｠収
集
に
つ
い
て

収
集
日
：
１
回
目
　
令
和
８
年
５
月
12
日
｟
火
｠

収
集
日
：
２
回
目
　
令
和
８
年
８
月
18
日
｟
火
｠

収
集
日
：
３
回
目
　
令
和
８
年
11
月
10
日
｟
火
｠

収
集
日
：
４
回
目
　
令
和
９
年
３
月
９
日
｟
火
｠

～
30
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
受
診
可
能
で
す
!!
～

国
保
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
｟
個
別
健｟
検
｠診
｠受
診
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
先

泊
村
役
場　

住
民
福
祉
課
保
険
係　
　
　

 

電
話　

７
５
│
２
１
３
２

住
所…

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
26
丁
目
３
番
16
号

電
話
番
号…

０
１
１
│
６
１
１
│
７
７
６
６

予
約
受
付
時
間…

平
日
・
土
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

◎
円
山
ク
リ
ニ
ッ
ク

★
個
別
の
み
の
受
診
と
な
る
た
め
、
送
迎
等
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

　
く
だ
さ
い
。



８● 広報 とまり   ２０２６年５月号 ●

とまり健康ポイント事業 『とまぽ』 はじまっています !!

　泊村では、令和７年度より、健康づくりに関連する事業に参加された２０歳以上の住民の方へ健康ポイ

ントを進呈します。楽しく、お得に、健康づくりに取り組みましょう！

〈とまぽ（とまり健康ポイント）対象事業一覧〉 Ｒ８．４現在

〈事業の流れ〉

カード発行
事業参加で

ポイント進呈
２０ポイントで商品券

（１,０００円分ムーコン券）と交換

有効期限なし 職員がスタンプ！ 役場または保健センターで申請、後日 受け取り♪

健康イベント

（公民館まつり内）

特定健診（国保）

後期健診（後期）

人間ドック（国保）

特定健診データ受領

後期歯科健診（後期）

特定保健指導（国保）

糖尿病重症化予防事業

（国保）

ねんりんピック

ころばーぬ教室

ノルディックウォーキング

教室

栄養教室（男の厨房）

体成分分析装置

（InBody）測定

各ブース体験に

つき、１Ｐ

３Ｐ

３Ｐ

３Ｐ

１Ｐ

３Ｐ

２Ｐ（さらに、目

標達成で１０Ｐ）

２Ｐ

１Ｐ

１回参加につき、

１Ｐ

１回参加につき、

１Ｐ

１回参加につき、

１Ｐ

１Ｐ（１ヶ月につ

き、１Ｐが上限）

がん検診

生活習慣病健診等

※国保、後期以外の方で、３

９歳以下や社保等健康診査を

受診した場合も含む。

結果説明会

※無料巡回診療結果説明含む

成人歯科健診

栄養教室（学食会）

運動教室（とまりダイエッ

トチャレンジ）

胃・肺・大腸の

うちいずれか１

項目受診で１Ｐ、

子宮・乳のうち

いずれか１項目

受診で１Ｐ

３Ｐ

１Ｐ

２Ｐ

１Ｐ

１回参加につき、

１Ｐ（さらに、減

量目標達成で１

Ｐ、全回参加で

１Ｐ）

健康支援課

住民福祉課

健康支援課

健康支援課

地域包括支

援センター

住民福祉課

事　　　業 ポイント 担　当 事　　　業 ポイント 担　当

●令和８年４月以降、とまぽは自己管理となっております。カード再発行時は、以前の累計ポイント押印はなく

なりますので、大切に保管してご利用ください。

●直近のポイント該当事業のご案内※検（健）診についてのポイント進呈は、各年１回となります。

　まだ、お申込みについて時間枠により若干の余裕がありますので、希望される方は下記連絡先また

は右記LINEにてお早めにお申込みください。（詳しくは、３月号広報折込チラシをご確認ください。）

ご不明な点は、健康支援課健康支援係（電話６５－２２７８）まで、お問い合わせください。

・５月１５日（金）１３:４５～１６:５５　各地区巡回（バス）　肺がん検診

・５月１６日（土） 　６:３０～１０:３０　保健センター　胃・肺・大腸がん検診、健康診査（社保本人以外の方）、等

・５月２３日（土） 　８:４５～１３:３０　保健センター　乳・子宮がん検診

●健康支援課

　（保健センター２階）

●役場 住民福祉課

　（連絡先　健康支援係

　　　　　　　６５－２２７８）

とまぽカード発行窓口



９ ● 広報 とまり   ２０２６年５月号 ●

役
場
に
新
規
採
用
さ
れ
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す

　
　
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

河
上
　
慎
之
介

（
出
身
地　

函
館
市
）

総
務
企
画
課

　

こ
の
４
月
よ
り
、
と
ま
り
保
育
所
の

保
育
士
と
し
て
新
規
採
用
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
保
育
所
に

通
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
頑
張
り
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

４
月
よ
り
、
泊
村
保
健
セ
ン
タ
ー
健

康
支
援
課
の
栄
養
士
と
し
て
配
属
に
な

り
ま
し
た
重
藤
花
華
と
申
し
ま
す
。

　

ま
だ
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
み

な
さ
ま
が
毎
日
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う

に
健
康
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
！

　

い
つ
で
も
気
軽
に
ご
相
談
で
き
る
存

在
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　

４
月
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
採
用
と

な
り
ま
し
た
管
理
栄
養
士
の
川
村
梨
乃

で
す
。

　

は
じ
め
て
の
土
地
で
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
多
い
で
す
が
、
地
域
の
み
な
さ
ま

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
身

近
で
頼
り
や
す
い
存
在
を
目
指
し
ま
す
。

日
々
の
何
気
な
い
対
話
や
関
わ
り
を
大

切
に
し
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
食
事
や
健
康
面
で
少
し
で
も
力

に
な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
経

験
を
積
み
重
ね
な
が
ら
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
よ
り
総
務
企
画
課
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

日
々
研
鑽
を
積
み
、
少
し
で
も
お
力
に

な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

重
藤
　
花
華

（
出
身
地　

倶
知
安
町
）

健
康
支
援
課
　
栄
養
士

長
尾
　
理
紗

（
泊
村
在
住
）

と
ま
り
保
育
所
　
保
育
士

川
村
　
梨
乃

（
出
身
地　

浜
中
町
）

健
康
支
援
課
　
管
理
栄
養
士
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泊
小
学
校

　

校　
　

長　

道
下　
　

誠

　
　
　
　
（
倶
知
安
町
立
倶
知
安
中
学
校
へ
）

　

教　
　

頭　

松
野　

鉄
平

　
　
　
　
（
北
広
島
市
立
双
葉
小
学
校
へ
）

　

教　
　

諭　

小
野　

晴
香

　
　
　
　
（
余
市
町
立
沢
町
小
学
校
へ
）

　

教　
　

諭　

清
水　

聖
音

　
　
　
　
（
留
寿
都
村
立
留
寿
都
小
学
校
へ
）

　
　泊

中
学
校

　

教　
　

諭　

中
村　

喜
行

　
　
　
　
（
仁
木
町
立
仁
木
中
学
校
へ
）

　

教　
　

諭　

高
川　

貴
洋

　
　
　
　
（
余
市
町
立
旭
中
学
校
へ
）

○
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

Ｑ
前
任
地

北
海
道
警
察
釧
路
方
面
本
部
捜
査

課　

捜
査
支
援
分
析
係

Ｑ
出
身
地

　

岩
見
沢
市

Ｑ
趣　

味

　

温
泉
、
釣
り

Ｑ
村
民
の
皆
さ
ん
へ

４
月
１
日
に
泊
駐
在
所
所
長
に
着

任
し
た
村
木
慎
也
で
す
。

泊
村
を
安
心
安
全
な
地
域
に
す
る

た
め
に
尽
力
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

４
月
の
北
海
道
警
察
の
人
事

に
よ
り
新
た
に
泊
駐
在
所
に

着
任
さ
れ
た
方
に
、
自
己
紹
介

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
木　

慎
也

泊
駐
在
所
所
長

む
ら  

き　

        

し
ん   

や

○
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

泊
小
学
校

泊
中
学
校

校　
　

長

宇
野　

嘉
純

（
黒
松
内
町
立
黒
松
内
小
学
校
よ
り
）

教　
　

諭

鈴
木　

春
花

（
期　

限　

付
）

教　
　

諭

鈴
木　

優
斗

（
倶
知
安
町
立
倶
知
安
中
学
校
よ
り
）

教　
　

頭

鎌
田
比
呂
史

（
ニ
セ
コ
町
立
近
藤
小
学
校
よ
り
）

教　
　

諭

櫻
田　

祈
星

（
新　

採　

用
）

泊
小
・
中
学
校
の
先
生
に
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た

う    

の         

よ
し  

ず
み

か
ま  

た     

ひ    

ろ    

し

す
ず  

き          

は
る  

か

す
ず  

き          

ゆ
う  

と

さ
く
ら 

だ           

き 

ら 

り



11 ● 広報 とまり   ２０２６年５月号 ●

　

茅
沼
診
療
所
の
飯
塚
で
す
。
今
回
も
「
健
康
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
」
と
題
し
て
、
内
臓

脂
肪
の
お
話
で
す
。

　

４
月
で
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
泊
村
の
令
和
６
年
度
特
定
健
診
で
は
、
内
臓
脂
肪

型
肥
満
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
の
方
が
、
男
性
60
・
７
％
、
女
性
20
・
０
％

と
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
は
、
日
々
の
食
事
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
美
し

い
ピ
ン
ク
色
は
、
食
べ
て
い
る
も
の
の
影
響
と
い
わ
れ
て
お
り
、
人
の
体
も
同
じ
よ
う

に
、
毎
日
の
食
事
の
積
み
重
ね
が
健
康
状
態
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
が
増
え
る
と
、
血
圧
や
血
糖
、
脂
質
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す
く
な
り
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
脳
は
多
く
の
脂
質
を
含
む
臓

器
で
あ
り
、
脂
質
の
バ
ラ
ン
ス
は
脳
の
働
き
と
も
関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
認
知
機
能
の
低
下
と
関
わ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
が
増
え
る
主
な
食
べ
物
は
、「
糖
質
」
と
「
脂
質
」
を
多
く
含
む
も
の
で
、

こ
れ
ら
を
多
く
摂
取
す
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
消
費
し
き
れ
な
か
っ
た
分
が
中
性

脂
肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
、
内
臓
脂
肪
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

　

健
康
診
断
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
で
も
、
す
ぐ
に
お
薬
に
よ
る
治
療
だ
け
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
大
切
で
す
。
食
事
の
工
夫
や
日
常
の

活
動
（
運
動
）
量
を
整
え
る
こ
と
で
、
改
善
が
期
待
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

茅
沼
診
療
所
で
は
、
役
場
と
連
携
し
て
管
理
栄
養
士
に
よ
る
食
事
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
無
理
の
な
い
方
法
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
方
は
お
気
軽
に
診
療
所
や
役
場
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
多
く
摂
取
す
る
と
内
臓
脂
肪
が
増
え
や
す
い
食
品
）

・
糖
質
の
多
い
も
の
：
お
菓
子
、ス
イ
ー
ツ
、ジ
ュ
ー
ス
、炭
酸
飲
料
、砂
糖
入
り
コ
ー
ヒ
ー

な
ど

・
炭
水
化
物
：
白
米
、
パ
ン
、
う
ど
ん
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど

・
動
物
性
脂
質
の
多
い
も
の
：
脂
身
の
多
い
バ
ラ
肉
、サ
ー
ロ
イ
ン
、加
工
肉（
ソ
ー
セ
ー

ジ
、
ベ
ー
コ
ン
）
な
ど

・
そ
の
他
：
揚
げ
物
、
ア
ル
コ
ー
ル

茅
沼
か
ら…

…

　 

医
者
の
つ
ぶ
や
き

健
康
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
②

　
〜
内
臓
脂
肪
と
脳
の
健
康
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

岩
内
協
会
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

４
月
よ
り
毎
週
火
曜
日
も
夕
方
診
療
を
行
い
、
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日
で
診

療
と
な
り
ま
す
。
普
段
仕
事
等
で
病
院
の
受
診
が
出
来
な
い
方
等
、
是
非
こ
の

機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

●
診
療
時
間　

17
時
〜
19
時
（
受
付
終
了
は
、
18
時
30
分
）

　

●
問
合
せ　

岩
内
協
会
病
院　

☎
６
２
│
１
０
２
１

岩
内
協
会
病
院
　
夕
方
診
療

岩
内
協
会
病
院
　
医
師
紹
介

　

こ
の
た
び

４
月
か
ら
岩

内
協
会
病
院

で
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り

ま
し
た
富
田
賢
剛
（
と
み
た　

け
ん

ご
）
と
申
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
俱
知
安
町
や
留
萌
市
な

ど
で
勤
務
し
、
主
に
総
合
診
療
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
総
合
診
療

専
門
医
、
家
庭
医
療
専
門
医
と
し
て
、

年
齢
や
病
気
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、

皆
様
の
健
康
を
身
近
な
立
場
で
支
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
よ

り
岩
内
協

会
病
院
に

着
任
し
ま

し
た
、
大

野
政
汰
（
お
お
の　

ま
さ
た
）

と
申
し
ま
す
。

　

前
任
の
病
院
で
は
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
お
り
、

軽
傷
か
ら
重
症
ま
で
、
幅
広
く

診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

岩
内
協
会
病
院
で
は
総
合
診

療
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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弁
護
士　

渡
邉
恵
介

電
話
：
０
１
３
６
│
２
１
│
６
２
２
８

自
転
車
に
「
青
切
符
」
制
度
導
入
へ

よ
う
て
い
法
律
事
務
所
　
渡
邉
弁
護
士
の
法
律
豆
知
識

　

毎
日
の
通
勤
・
通
学
や
買
い
物
、
趣
味
に
自
転
車
を
使
っ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
気
軽
に
乗
れ
る
自
転
車
で
す
が
、
今
年
４
月
か
ら
大
き
な
ル
ー
ル
変
更
が
始
ま

り
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
４
月
１
日
、
改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
、
自
転
車
の
交
通
違
反
に

「
交
通
反
則
通
告
制
度
」、
い
わ
ゆ
る
「
青
切
符
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
自
転

車
の
軽
微
な
違
反
は
注
意
・
指
導
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
後
は

16
歳
以
上
の
方
が
違
反
し
た
場
合
、反
則
金
の
納
付
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

反
則
金
の
例
を
挙
げ
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
手
に
持
っ
て
運
転
す
る
「
な
が
ら

運
転
」
は
１
万
２
０
０
０
円
、
信
号
無
視
や
右
側
通
行
（
逆
走
）・
歩
道
の
違
法
走
行

は
６
０
０
０
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ヤ
ホ
ン
を
装
着
し
て
周
囲
の
音
が
聞
こ
え

な
い
よ
う
な
場
合
も
反
則
金
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
と
し
て
は
、
警
察
官
か
ら
「
交
通
反
則
告
知
書
（
青
切
符
）」
と
「
納
付
書
」

が
手
渡
さ
れ
、
原
則
７
日
以
内
に
銀
行
や
郵
便
局
で
反
則
金
を
納
付
し
ま
す
。
反
則
金

を
支
払
う
こ
と
で
刑
事
手
続
き
に
は
進
ま
ず
、
前
科
も
つ
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
悪
質
・
危
険
な
違
反
や
酒
酔
い
運
転
な
ど
は
「
青
切
符
」
で
は
済
ま
ず
、

従
来
ど
お
り
「
赤
切
符
」
に
よ
る
刑
事
手
続
き
の
対
象
と
な
り
、
前
科
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
一
定
の
違
反
行
為
（
危
険
行
為
）

を
繰
り
返
す
自
転
車
運
転
者
に
対
し
て
は
、「
自
転
車
運
転
者
講
習
」
の
受
講
が
義
務
付

け
ら
れ
、
こ
れ
を
無
視
し
た
場
合
は
罰
金
が
科
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
「
自
転
車
だ
か
ら
大
丈
夫
」「
高
校
生
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
認
識
は
、
も
は
や
通

用
し
ま
せ
ん
。
制
度
の
導
入
を
機
に
、
ご
自
身
の
ふ
だ
ん
の
走
り
方
を
今
一
度
振
り
返

り
、
ご
家
庭
で
も
、
ぜ
ひ
こ
の
ル
ー
ル
変
更
を
共
有
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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鰊御殿とまりごてん
令和８年５月号

皐　月
～　新緑の季節　～

鰊御殿とまり館長　　増 川　佳 子

爽やかな新緑の季節になりました。５月の和名は皐月。田植えをする「早苗月（さなえづき）」

の略が由来とされ、「皐」は神に捧げる稲穂、または水田という意味を

持っています。

田植えには若干早い北海道の５月は山菜の季節です。桜の時期には

天ぷらが絶品のタランボが芽吹きます。強い香りの行者ニンニクは５月

の連休にジンギスカンと一緒に。笹竹のタケノコはワカメと一緒に若竹

煮。ウドの酢味噌和え、ワラビやフキの煮物、山ワサビをかけたご飯。子ど

もの頃から慣れ親しんだ山菜料理は、この時期になると無性に食べたくなるものです。

採れたてのタケノコやフキは大きな鍋で茹でられ、家族総出で皮むきやスジ取りをしました。

タケノコのてっぺんを折らずに誰が上手に皮むきできるか競争したこと、フキで黒くなった手

を心配したことを懐かしく思い出します。

さて、鰊漁が盛んだった江戸から明治にかけて北海道

の各港をにぎわせていた商船“北前船”が来航したのも５

月頃だといいます。 大阪と北海道を日本海回りで、商品

を売り買いしながら往復していた帆船です。船体が堅牢な

のに加え、現在の船と同じように鋭い船首で波を切り裂き、

逆風でも進むことができる、すぐれものだったようです。

千石船（米を千石（約１５０トン）積載できる船）で大阪と北

海道を１往復すると、千両（今なら６千万円から１億円）も

の利益を得ることができたといわれています。

北海道には米・塩・味噌・醤油・お茶などの食品、衣服・

紙・磁器・漆器などありとあらゆる日用品が運ばれてきましたが、大阪から北上する「下り船」

の利益は総利益の１割の百両ほどでした。反対に８月頃に、北海道の産物を積んで大阪に戻る

「上り船」は９百両の利益を生んだといわれています。最大の商品は、ニシン。北海道のニシン

は、煮て魚油を絞り、残ったニシン粕を発酵させて肥料にしたのですが、これが仕入れ値の５

倍、時には１０倍でも売れたようです。当時、綿花・イグサ・藍の他、絹糸を作る蚕が食べる桑の

栽培が盛んに行われていたため、肥料の需要が大きかったのです。

また、上り船にはアワビ、ナマコ、フカヒレも大量に積み込まれました。この３品は俵に詰め

て運ばれたので俵物と呼ばれ、長崎から中国への輸出品にな

りました。昆布も北前船が大量に運んだおかげで、和食の基

本である昆布出汁が日本各地で庶民の味となりました。

明治３０年代になると電信という通信手段の普及、東京－

青森間の東北本線の開通、汽船の普及により北前船はどんど

ん姿を消し、日露戦争で北海道周辺の海が危険になったこと

から、北前船の長い歴史はピリオドを打つことになります。 『鰊御殿とまり』のスタンプができました

番屋の『北前船の模型』



くらしの告知板くらしの告知板くらしの告知板

　非常に空気が乾燥し、最も山火事が発生しやすい時期
です。
　泊村では、４月10日～５月20日までの時期を林野火
災予消防強化月間としております。
　林野火災の出火原因は、タバコ、マッチ及びゴミ焼き
の不始末によるものが多く、特に山菜採りや釣りの入林
者による火災が多発傾向にありますので、入林される方
は十分配慮をお願いいたします。
　もし、万が一火災発生（発見）した場合は、消防署泊
支署（☎75－2104)・泊村役場産業振興課（☎75－
2101）までご連絡下さい。
　また、火入れをする場合は、泊村長に許可申請をし許
可を受けて下さい。許可申請書は役場産業振興課にあり
ます。

林野火災に注意しましょう林野火災に注意しましょう

　
　国内で就労している外国人は多数おりますが、その就
労状況をみると、社会保険等の未加入や適正な労働条件
が確保されていない等の問題が散見されます。
　このような状況を踏まえ、外国人を雇い入れる際は、
次の３点をご確認ください。
①就労が認められる在留資格であること
②雇入れ・離職の際には、それぞれハローワークに届出
を行うこと

③労働保険・社会保険等の加入をはじめ適正な雇用管理
を行うこと

　なお、厚生労働省では労働施策総合推進法に基づく、
外国人労働者の適正な雇用管理のための指針を定めてい
ますので、ご確認いただき、外国人を雇用する際は、ル
ールを守って適正に雇用するようお願いします。
　また、お問合せにつきましては、お近くのハローワー
ク又は労働基準監督署までお願いします。

６月は「外国人雇用啓発月間」です６月は「外国人雇用啓発月間」です
標語「知って、守って、みんなで活躍
　　　　～外国人雇用はルールを守って適正に～」

•自動車税は毎年４月１日現在の自動車の所有者（又は
使用者）が納める道税です。

•今年は５月７日(木)に納税通知書を発付しますので、
納期限までに納税をお願いします。

•自動車税の納税は、コンビニや金融機関などの窓口の
ほか、スマホやパソコンから「いつでも・どこでも」
キャッシュレスで納税できる「地方税お支払いサイト」
が便利です。

•納税通知書が届かない場合や、納税についてのお問い
合わせは、後志総合振興局税務課までご連絡ください。

お問い合わせ

・後志総合振興局税務課
　　電話 ０１３６－２３－１３３１

自動車税の納期限は
６月１日（月）です。
自動車税の納期限は
６月１日（月）です。

「地方税お支払いサイト」
　　　　　　　はこちら→

14● 広報 とまり   ２０２６年５月号 ●

募集種目

予　　備
自衛官補

自衛官を募集します自衛官を募集します
受験資格 受付期間 試験期日

令和8年
5月23日㈯
～

9月10日㈭

18歳以上52歳未満の者

※細部については倶知安地域
　事務所にお問合せ下さい。

※細部については倶知安地域
　事務所にお問合せ下さい。

18歳以上で国家免許資
格等を有する者（資格に
より年齢上限は53歳～
55歳未満）

技
能

一
般

Web試験
9月12日㈯
～

10月2日㈮
面接試験・
身体検査
10月3日㈯・
10月4日㈰
※いずれか１日を
　指定されます。

お問い合わせ

・倶知安地域事務所
　　倶知安町南３条東１丁目　電話 0136－23－3540
・役場担当窓口　総務課

◆職業講習「ビジネス基礎講座」
講 習 名　知って得する！ビジネス基礎講座
日 に ち　５月28日(木) ～２９日(金）　合計２日間
時　　間　９：00～ 16：00（１日６時間）
内　　容　ビジネスマナーの基礎から応用、コミュニケ

ーションの基礎など
受 講 料　6,000円（テキスト代、消費税込み）
定　　員　20名（最低人員は５名）
対 象 者　新入社員及び若手社員
締　　切　５月22日（金）まで

受講生募集のお知らせ受講生募集のお知らせ

お問い合わせ

・岩内地域人材開発センター
　　岩内町字東山８番地16　電話 62－2183
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窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

令
和
８
年
３
月
16
日
～
令
和
８
年
４
月
15
日

令
和
８
年
３
月
16
日
～
令
和
８
年
４
月
15
日

令
和
８
年
３
月
16
日
～
令
和
８
年
４
月
15
日

令
和
８
年
３
月
16
日
～
令
和
８
年
４
月
15
日

１
日　

辞
令
交
付
式

　
　
　

北
海
道
原
子
力
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
と
対
談

　
　
　

岩
宇
町
村
長
会
議
（
岩
内
町
）

２
日　

北
海
道
電
力
㈱
と
対
談

６
日　

泊
村
交
通
安
全
推
進
委
員
会
役
員
会
・
総
会

　
　
　
「
春
の
交
通
安
全
運
動
」
車
両
パ
レ
ー
ド

　
　
　
「
春
の
交
通
安
全
運
動
」
街
頭
啓
発

７
日　

北
海
道
防
災
協
会
会
計
監
査
（
札
幌
市
）

　
　
　

道
庁
新
年
度
挨
拶
回
り

８
日　

後
志
総
合
振
興
局
副
局
長
外
と
の
対
談

　
　
　

レ
ッ
ド
イ
ー
グ
ル
ス
北
海
道
シ
ー
ズ
ン
終
了
報
告
会
（
苫
小
牧
市
）

９
日　

北
海
道
経
済
部
長
と
の
対
談

10
日　

指
名
選
考
委
員
会

　
　
　

岩
内
道
路
事
務
所
長
と
の
対
談

　
　
　

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱
顧
問
と
の
対
談

　
　
　

小
樽
開
発
建
設
部
部
長
と
の
対
談

　
　
　

㈱
共
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
副
社
長
と
の
対
談

　
　
　

北
海
道
電
力
㈱
常
務
と
の
対
談

　
　
　
北
海
道
消
防
協
会
後
志
地
方
支
部
岩
内
分
会
意
見
交
換
会（
岩
内
町
）

13
日　

北
海
道
副
知
事
と
対
談
（
札
幌
市
）

　
　
　

北
海
道
経
済
産
業
局
長
と
の
対
談
（
札
幌
市
）

14
日　

北
海
道
道
路
整
備
促
進
協
会
通
常
総
会
（
札
幌
市
）

　
　
　

北
海
道
治
水
砂
防
海
岸
事
業
促
進
同
盟
通
常
総
会
（
札
幌
市
）

　
　
　

北
海
道
防
災
協
会
通
常
総
会
（
札
幌
市
）

15
日　

北
海
道
道
路
利
用
者
会
議
定
例
会
（
札
幌
市
）

　
　
　

北
海
道
漁
港
漁
場
協
会
通
常
総
会
（
札
幌
市
）

16
日　

北
海
道
町
村
会
定
期
総
会
・
記
念
講
演
・
意
見
交
換
会（
札
幌
市
）

　
　
　

北
海
道
幹
部
職
員
と
の
意
見
交
換
会
（
札
幌
市
）

　
　
　

後
志
町
村
長
意
見
交
換
会
（
札
幌
市
）

18
日　

村
政
用
務
（
札
幌
市
）

20
日　

岩
内
地
方
衛
生
組
合
例
月
検
査
（
岩
内
町
）

　
　
　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁　

電
力
・
ガ
ス
事
業
部
原
子
力
立
地
政

策
室
長
・
原
子
力
広
報
室
長
と
の
対
談

21
日　

泊
発
電
所
工
事
現
場
視
察

22
日　

気
象
台
防
災
部
長
と
の
対
談

23
日　

北
海
道
電
力
㈱
常
務
と
の
対
談

27
日　

入
札

28
日　

道
庁
訪
問
（
岩
内
協
会
病
院
医
師
確
保
の
お
礼
）（
札
幌
市
）

30
日　

北
海
道
電
力
㈱
常
務
と
の
対
談

　
　
　

北
海
道
経
済
産
業
局
長
と
の
対
談

４
月

村
長
の
う
ご
き

と
ま
り
木
文
芸

と
ま
り
木
文
芸

と
ま
り
木
文
芸

立
花　

孝
子

　

義
弟
よ
り
の　

ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
の　

差
し
入
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

故
郷
思
ひ　

な
つ
か
し
く
喰
う
。

無
名
女　

　

娘
の
住
み
し　

街
の
天
気
予
報
も
テ
レ
ビ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

我
が
地
と
一
緒
に　

見
る
よ
う
に
な
り
。

武
井 

和
子

　

荷
を
積
て　

雪
の
す
だ
れ
を　

直
走
る

　

一
村　

一
寺　

一
宮
に　

春
嵐
し

　

ホ
ー
ム
ラ
ン　

歓
声
ひ
び
く　

青
若
葉

泊

海

山

　

明
け
方
の　

静
か
な
海
辺　

み
ど
り
の
日

　

詐
欺
師
来
る　

儲
け
話
し
に　

耳
貸
す
な

●

俳
句
・
川
柳
●

●

狂 

歌
●

●

昔
の
お
や
つ
─
其
の
一
─
●

大
田
悪
口
人

　

そ
ろ
そ
ろ
か　

あ
の
旨
い
ウ
ニ
食
べ
れ
そ
う

　
　
　
　
　
　

只
で
ご
ち
そ
う　

し
て
も
ら
お
う
ぜ

●

短 
歌
●

夏
が
近
く
に
な
る
と
、
浜
で
は
ウ
ニ
採
り
が
始
ま
る
。
昔
は
、
バ
フ

ン
ウ
ニ
（
通
称
ガ
ン
ゼ
）
は
、
採
る
こ
と
は
、
出
来
な
か
っ
た
が
北

ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
（
通
称
ノ
ナ
）
は
自
由
に
採
れ
た
。
浅
瀬
に
は
、
た

く
さ
ん
い
た
。
た
く
さ
ん
採
っ
て
、
つ
っ
こ
み
（
ノ
ナ
の
ト
ゲ
を
取
り
、

ヘ
ソ
の
所
に
穴
を
開
け
、
ノ
ナ
の
実
を
た
く
さ
ん
入
れ
、
浜
で
焼
い

て
食
べ
た
。
今
で
は
ダ
メ
だ
が
、
な
つ
か
し
い
味
だ
。　

 

沼
崎　

徹

人　口世　帯
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デイ・ライト
(昼間点灯)

通年

展開
昼間点灯

デイ ライトデイ ライト

運動実施中！

泊村のイベントや日々のお知らせを随時更新しています。
是非ご覧ください。

泊村
公式Instagram＆Facebook

泊村観光協会
公式Instagram＆Facebook
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☆がついているのは事前予約制です

日 月 火 水 木 金 土

4/26 4/27 4/28 4/29 4/30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

　 　 　 　 　 　　

神恵内村歯科診療所
（☎76-5945）
岩内協会病院
（☎62－1021）
日の出薬局
（☎62－2250）

共和歯科診療所
（☎73-2040）
岩内協会病院
（☎62－1021）
日の出薬局
（☎62－2250）

　

　

更新時講習（泊村公民館）
優良講習 13:30～14:00
☆出張年金相談
岩内地方文化センター
9:00～13:00
（☎0134-33-5026）
☆弁護士無料
法律相談会
（☎75-2021）

　

水道使用料徴収
（堀株集会所 9:30～10:00）
（泊 集 会 所 9:30～10:00）
（照岸・糸泊集会所
 13:00～13:30）

　島牧診療所歯科
（☎0136-75-6105）
岩内協会病院
（☎62－1021）
アイン薬局岩内店
（☎62－5150）

水道使用料徴収
（渋井集会所 9:30～10:00）
（茅沼集会所 9:30～10:00）
（盃集会所
 13:00～14:00）

　

☆弁護士無料電話相談会
（☎62-8373）

岩内協会病院
（☎62－1021）
日の出薬局
（☎62－2250）

☆弁護士無料電話相談会
（☎62-8373）

　岩内協会病院
（☎62－1021）
ココカラファイン薬局岩内店
（☎61－4774）

　 行政相談
泊村公民館
13:00～15:00　

　 　岩内大浜医院
（☎61－2081）
アイランド薬局いわない店
（☎61－4040）

岩内協会病院（☎62－1021）
アイン薬局岩内店（☎62－5150）

岩内協会病院（☎62－1021）
日の出薬局（☎62－2250）

☆弁護士無料電話相談会
（☎62-8373）

水道使用料徴収
（盃集会所 13:00～14:00）

　 　 　 　

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

資源
ゴミ
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ゴミ

資源
ゴミ

資源
ゴミ

燃やせない
ゴミ

燃やせない
ゴミ

燃やせない
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

粗大
ゴミ

みどりの日憲法記念日 こどもの日 振替休日

泊村カレンダー月５
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